聖クルアーンから学びましょう

子供向けアクティビティブック

1． クルアーンはアッラーのほんです。

2． アッラーは、さまざまなじだいに、たくさんのほんを、ひとびとにおくってくださいました。クルアーンは、アッラーがおくってくださった、さいごのほんです。

3． アッラーは、クルアーンを、てんしジブリール（ＡＳ）をとおして、わたしたちのあいするよげんしゃさま（ＳＡＷ）におくってくださいました。

4． てんしジブリール（ＡＳ）は、さいしょに、ヒラーのどうくつのなかで、よげんしゃさま（ＳＡＷ）のところにやってこられました。

5． クルアーンのさいしょのことばは、よげんしゃムハンマドさま（ＳＡＷ）に、「よめ」と、めいじました。

6． てんしジブリール（ＡＳ）は、よげんしゃムハンマドさま（ＳＡＷ）に、クルアーンをすこしずつ、よんでいかれました。

7． てんしジブリール（ＡＳ）は、よげんしゃムハンマドさま（ＳＡＷ）に、マッカで１３ねんかんかけて、クルアーンのいくつかのぶぶんをよまれました。

（ぜんぶの○をあかでぬってみましょう。なにかよめましたか？）

8． てんしジブリール（ＡＳ）は、よげんしゃムハンマドさま（ＳＡＷ）に、マディーナで１０年かけて、クルアーンのいくつかのぶぶんをよまれました。

（ぜんぶの○をみどりでぬってみましょう。なにかよめましたか？）

9． かぞえてみよう！

もし、ジブリール（ＡＳ）が、よげんしゃムハンマドさま（ＳＡＷ）にマッカで１３ねんかん、クルアーンをよんで・・・

（このしかくのなかに、１３このさんかくのシールをはってね）

· ・・そして、マディーナで１０ねんよんだなら・・・

（このしかくのなかに１０このまるのシールをはってね）

· ・・クルアーンがすべてかんせいするまでに、ごうけいでなんねんかかったのでしょう？　　　　　　　　　　
（ぜんぶでいくつの、さんかくとまるがあるか、かぞえてみましょう）

１０．よげんしゃムハンマドさま（ＳＡＷ）がクルアーンをよむのをきくと、ともだちは、それをどうぶつのかわや、はっぱ、きのかわや、とうきのおさらなどにかきました。

１１．クルアーンをぜんぶあんきしているひともいます。クルアーンをあんきしているひとのことを、ハーフィズとよびます。

１２．アッラーが、わたしたちがハーフィズになるのをたすけてくださるように、おねがいしましょう。

１３．だれも、クルアーンのなかのひともじさえも、かえることはできません。アッラーが、クルアーンをおまもりくださいます。

１４．したのしかくのなかに、あなたがあんきしているスーラのかずだけ、ハートをかいてみてください。

　　　あなたのごうけいは：

　　　わたしたちがなにかをじょうずにできたとき、「アルハムドゥリッラー！」といって、アッラーにかんしゃします。

１５．あなたのともだちに、いくつのスワールをしっているかきいてみましょう。スーラをしっているぶんだけ、ハートにいろをぬりましょう。

　　　ごうけい：　　　　　　

　　　わたしは、　　　スワールをあんきしています。

わたしのともだちは、　　　スワールをあんきしています。

よいことをきいたときは、「マーシャーアッラー！」といいます。

１６．わたしたちは、クルアーンをだいじにしなければなりません。

１７．わたしたちは、まいにちクルアーンをよみます。いっしゅうかんのうちでクルアーンをよむひは・・・

　　　にちようび、げつようび、かようび、すいようび、もくようび、きんようび、どようび。

１８．クルアーンは、ゆっくりと、うつくしいこえでよみましょう。

１９．アッラーがアッラーのほんのなかでおっしゃっていることを、りかいできるように、がんばりましょう。

２０．クルアーンのなかでアッラーがわたしたちにやりなさいとおっしゃっていることを、すべてやるようにしましょう・・・たとえば、きれいにすることです。

２１．クルアーンのなかで、アッラーがわたしたちにやってはいけないとおっしゃっていることを、やらないようにしましょう。

２２．アッラーは、うつくしいアラビアごで、クルアーンをおくってくださいました。わたしたちは、クルアーンをアラビア語でよめるよう、べんきょうします。

２３．クルアーンをよむときは、きれいなばしょにすわります。

２４．クルアーンをよむときは、ラジオやテレビをけします。

２５．きってはってみよう！

　　　クルアーンをよむときは、きれいなふくをきます。

　　　（ざっしなどから、きれいなふくのしゃしんをきって、したにはりましょう）

２６．からだをきちんとおおうようなふくをきるようにしましょう。

２７．クルアーンをもったり、よんだりするまえに、ウドゥーをしなければなりません。

２８．クルアーンがよまれているときは、しずかにきかなければなりません。

２９．クルアーンをよんでまなんだことは、ほかのみんなにもおしえてあげましょう。

３０．クルアーンをよむときは、アッラーに、シャイターンをとおざけてくださるよう、おねがいします。つぎのようにいいます：

　　　「アウーズビッラーヒ　ミナッシャイターニッラジーム」

３１．クルアーンをよみはじめるときは、いつも「ビスミッラー」からはじめます。

　　　「ビスミッラーヒッラフマーニッラヒーム」

３２．クルアーンをまなんで、したがいましょう。

３３．「アッラーのほかにかみはなく、ムハンマド（ＳＡＷ）はアッラーのしとです。」

　　「ラーイラーハ　イッラーラーフ　ムハンマドッラスールッラー」

３４．クルアーンはわたしたちに、まいにち５かいれいはいするようにいっています。

　　「またあなたのかぞくにれいはいをめいじ、そして（あなたも）、それをたえなさい。」（２０：１３２）

３５．クルアーンは、わたしたちに、ラマダーンのつきに、だんじきするよう、いっています。

３６．「しんこうするものよ、あなたがたにさいかいがさだめられた。」（２：１８３）

３７．クルアーンは、わたしたちに、じぶんのもっているものを、もっていないひととわけあうように、といっています。

３８．わたしたちは、おかねをわけあいます。

　　　「アッラーの（みちの）ために、かぎりをつくしてふんとうどりょくしなさい。かれは、あなたがたをえらばれる。」（２２：７８）

３９．わたしたちは、きんやぎんを、わけあたえます。

４０．のうかのひとびとは、こくもつやくだものをわけあたえます。

４１．そして、どうぶつもわけあたえます。

４２．わたしたちは、じぶんたちのおもちゃをわけあたえます。

４３．えをかこう！

　　　あなたが、ほかのひとたちにわけあたえたいものを、したのしかくのなかにかいてみましょう。

４４．クルアーンは、わたしたちに、マッカのアッラーのいえまで、ハッジにいくように、いっています。

　　　「このいえへのじゅんれいは、そこにおもむけるひとびとにかせられた、アッラーへのぎむである。」（３：９７）

４５．アッラーは、クルアーンのなかで、わたしたちはいつもやくそくをまもらなければならないとおっしゃっています。

　　　「あなたがたしんこうするものよ、やくそくをまもりなさい。」（５：１）

４６．アッラーは、クルアーンのなかで、わたしたちはりょうしんにやさしくするように、とおっしゃっています。

　　　「またりょうしんにこうこうしなさい。」（１７：２３）

４７．アッラーは、クルアーンのなかで、みんなにやさしく、しんせつにするように、とおっしゃっています。

４８．アッラーは、クルアーンのなかで、「ひんじゃやたびびとにも（あたえなさい）。」（１７：２６）とおっしゃっています。

５０．アッラーは、わたしたちに、「こうせいとぜんこう」をおめいじになられています。（１６：９０）

５１．アッラーは、わたしたちに、あったらおたがいに、「アッサラーム・アライクム」といいあうよう、おっしゃっています。

５２．わたしたちは、ちきゅうをだいじにしないといけません。アッラーがくださっているたべものやみずをむだにしてはいけません。

　　　（このゴミばこにあうスティッカーはどれですか？）

５３．わたしたちは、どうぶつをだいじにしないといけません。

５４．わたしたちは、きやしょくぶつをだいじにしなかればいけません。

　　　（マルヤムは、なんのやさいをそだてていますか？シールをはりましょう。）

５５．アッラーは、わたしたちに、みみと、めと、アッラーにかんしゃするこころをおあたえくださいました。（１６：７８）

　　　（なにがぬけていますか？このおとこのこのかおがかんせいするように、シールをはりましょう。）

５６．すべてのことをアッラーにかんしゃしていいましょう：

　　　「アルハムドゥリッラー」
